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８ 
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第 17１号 

今月の聖句
 

主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その

鼻に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となっ

た。                      創世記２：７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会   長  都筑省三 

直前会長  桑野友子 

副 会 長  堤   清 島田 恒  

書   記  堀江哲次 柏原佳子  

会   計  羽太英樹 堤 清 

監   事  上野恭男 田舍庸男 

連絡主事  藤田良祐 

六甲部 Y サ・ユース事業主査 桑野友子 

 

Ｙサ・ユース事業 
加輪上敏彦 

毎日のように、新聞紙上に、TV の画面で、青少年の事件、

事故、などが報じられています。 

原因は皆が豊かになったので、心が病んでしまったとか、学

校教育に問題がありとか、親の躾が悪いなど、いろいろ評

論家が言っています。多分当たっていることもあり、複合的

に絡まって入りこともあるでしょう。 

そうした現代の青少年に、前向きに活動する場を与え、考

えるひと時を与えているのが、YMCA です。 

歴史が古いだけに、やり方、考え方がやや古いのかもしれま

せん。世の中に、昔ほど受け入れられなくなったのかもしれま

せん。しかし、青少年のため取り組んでいます。大海の水を

柄杓で汲んでいるように見えるかもしれません。 

その取り組みが続くかぎり、私どもワイズメンは、YMCA を支

えてゆきましょう。 

たとえ、世間では、大海の水を柄杓で汲んでいるように見え

ても。 

 

 

 

 

             ７月例会出席表          

ＢＦ切手    （累計） 

   0gm  （0ｇｍ） 

      

第１例会出席者 

メンバー   １４名

ビジター    ０名  

ゲスト     ０名  

メネット    ０名

合 計   １４名

例会出席率 

出席者    １４名 

メイキャップ  １名 

合  計   １５名 

在籍者    １７名 

（内広義会員１名） 

出席率 ９３．８％ 

ニコニコ     (累計) 

9,800 円 （9,800 円） 

 

主   題 

国際協会会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Finn A Pederseon    ”To dare is to do” 

アジア地域会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Wichian Boonmapajorn   ”To dare is to do” 

西日本区理事   「ﾜｲｽﾞの原点―愛と奉仕で社会に貢献」
浅岡 徹夫 ”Contribute to the Community  
            through Active Service with Love” 

六甲部部長      「伝統を守りつつ、若返りを図ろう」 
森 紘一  

芦屋クラブ会長     「あなたがたは地の塩である」 
都筑 省三     

８月第１例会プログラム 
 

と き： 201１年８月１７日(水) 19：00～21：00 

と こ ろ： ホテル竹園 ３階 

司 会： 羽太英樹            （敬称略） 

受  付： 福原吉孝・堀江哲次 

１．開会点鐘 都筑省三会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖句朗読 羽太英樹 

４．食前感謝 柏原佳子 

５．会食・歓談 一同 

６．六甲部部長挨拶 森紘一六甲部部長 

７．ゲスト・ビジター紹介 司会 

８．アジア大会報告 加輪上敏彦・島田恒 

９．第２例会議事録承認 都筑省三会長 

１０．報告・協議事項 各事業委員 

１１．誕生祝い 都筑省三会長 

１２．YMCA ニュース 藤田良祐連絡主事 

１３．閉会点鐘 都筑省三会長 

 

ＡＤＤＲＥＳＳ：  WATANABE, Toichirou, 2-5-26  NIGAWA-TAKAMARU,  TAKARAZUKA  
665-0063, JAPAN      

ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｋｏｂｅｙｍｃａ．ｏｒ．ｊｐ／ｙｓ／ａｓｈｉｙａ／ ＴＥＬ・ＦＡＸ：

 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
Ａｆｆ ｉ ｌ ｉ ａ ｔｅｄ ｗ ｉｔｈ  ｔｈｅ Iｎ ｔｅｒｎａｔ ｉｏｎａ ｌ  Assoc i a t i on  ｏｆ  Y ’s  Ｍｅｎ ’ｓC ｌｕｂｓ  

 
Address ： Tomoko Kuwano 4-16-23-401, Motoyama-nakamachi, Higashinada-ku, Kobe 

Mail ： kuwano-t@nifty.com   Phone ：  078-431-8418             658-0016, JAPAN 
URL ： http://www.kobeymca.or.jp/ys/ashiya/  

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998
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７月第１例会報告 
 

日時：７月２０日（水）19 時～21 時 

場所：ホテル竹園芦屋 

司会：堤 清                  以下敬称略 

出席者：飯田、田舍、井上、上野、柏原、加輪上、桑野、

島田、都筑、堤、羽太、福原、藤田、渡辺（1４ﾒﾝ）、 
 

今期最初の例会は、都筑新会長の開会点鐘に始まり、ゲス

ト、ビジターの出席なしの

メンバー14 名だけの和や

かな会がはじまり、続いて

都筑新会長と桑野直前

会長との引き継ぎ式が上

野メンによって厳かに行わ

れた。 

会食の後、都筑新会長のあいさつがあり、今期１年の決意と

活動方針を語られ、主題の「あなたがたは地の塩である」につ

いて、活動という

ものは地の塩とし

て真面目に社会

から認められること

が大切である と

説明があり、また

楽しいクラブ活動

をして行きたいと

語られた。 

その後、羽太メン

の前期の会計報

告があり 決算、

予 算 が 示 さ れ 、

桜祭りの中止とジ

ャガイモの不作で

ファンド資金が減

り苦しい会計であ

った との報告が

あった、今期はどうなるか自然任せで不安である 天候に左右

されない他のファンドも考えるべきではないか。 

各事業委員の活動方針と計画の発表があり、特に印象に残

ったことは、Y サ事業の加輪上メンがチャリティランの運営資金

について YMCA はまわりが行動する前に関連の得意先をもっと

利用すべきで積極性がほしい と語られた 

堤 清 

六甲部第１回評議会報告 

２０１１／２０１２年度六甲部評議会が７月９日神戸ＹＭＣＡ

本館チャペルで開催された。芦屋クラブからは都筑、桑野、飯

田、上野、柏原、福原、堀江の７名が出席した。 

出席者は約６５名、活発な討議が行われた。前年度六甲部

の活動報告（安行直前部長）、会計報告（若林直前会計）

後、今年度の活動方針・計画（森部長）と会計予算（舘会

計）が説明された。今年の部長主題は「伝統を守りつつ、若

返りを図ろう」、活動方針は「六甲部２００名を達成することを

目指して、若手が活躍する場を与えられるワイズメンズクラブと

する」と発表された。その後、各事業主査と各クラブ会長の次

期活動方針・計画が発表された。 目立ったのは、事業主査

のトップの発表に“桑野友子・Ｙサ事業主査”が またクラブ会

長の最後の締めに“都筑省三・芦屋クラブ会長”が発表され、

堂々とかつ丁寧に活動方針と計画を発表された。 

（下記は発表された主題と活動計画の抜粋です。） 

 

主査主題： 

ＹＭＣＡとともにユースにつなげるワイズの心！ 

 活動計画： 

① 各クラブのＹサ事業紹介 

② ＹＭＣＡ活動支援 

③ ユースコンボケーション参加支援 

④ Ｙユースとの対話 

⑤ 社会貢献活動の優秀事例紹

介 

⑥ Ｙサ・ユース献金 

 

会長主題： 

あなたがたは地の塩である。 

真面目にそして楽しいワイズ活動！ 

活動計画： 

① 広範囲からのゲストスピーカー 

② プラスＯＮＥ例会 

③ みどり作業所支援 

④ ＹＭＣＡ留学生との交流 

⑤ 研修会の開催 

堀江哲次 

みどり福祉作業所に氷を支援しました 

芦屋夏祭り花火大会には「みどり福祉作業所」が例年屋台

を出しています。施設入居者とともに参加する事業であり、クラ

ブとして支援の対象としています。 

23 日（土）の当日には、例年通り売り物のラムネなどを冷やす

氷を買って上野はバイク

に乗って届けに向かったの

は 18 時過ぎでした。人の

波はすさまじく、各所に関

所がありやっとたどり着い

た屋台で、大沢メン夫妻

が笑顔で迎えてくれたので、

却って上野の方が癒されたおもいでした。元気に作業をしてい

る入居者と挨拶を交わしたあとで、かき氷を 250 円で購入して

食べながらやっと今年は花火を見て帰ろうと思いました。8 月は

「みどり福祉作業所」が参加する芦屋中央公園での納涼大

会がまだありますので、クラブとして地域奉仕事業として支援し

ましょう。 

上野恭男 
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東日本支援コンサートに参加して 

 アメニティ 2000 協会主催による「東日本大震災支援コンサ

ート」が 7 月 23 日（土）神戸栄光協会にて開催されました。 

出演はアンサンブル・アメニティ。 

メンバーのお一人でテノール歌手の畑儀文先生は 5 月のブル

ーミンメドーで行われた第一例会のゲストスピーカーとして、あの

すばらしい歌声を聞かせて下さった方です。 

他はヴァイオリンの赤松由夏氏、ハープの春木浩子氏、リュー

トの高木一郎氏の 4 名による演奏で、一時間半にわたるクラッ

シックと唱歌の調べを堪能することができました。 

 前半は古典の中から有名な曲目を9曲、後半は懐かしい唱

歌を畑先生の流麗な語りを交えて聞かせて頂きました。 

アニーローリーや庭の千草など何年ぶりに聞いたことでしょう。 

先生の語りの中で、アメイジンググレースは聖歌ではなく、実は

イギリス民謡であったことを初めて知りました。それから明治５年

に作られた日本で初めての小学校唱歌の教科書を見せてい

ただき、当初の楽曲の多くは「蝶々」「蛍の光」「仰げば尊」など

外国の曲に歌詞をつけたものであったのが、後に滝廉太郎など

の日本人の作曲も増えてきたということでした。 

 しばし日常の喧噪を忘れ、美しい調べに身をゆだねることが

できましたが、この日東北から神戸に避難されている方々が招

待されていました。この大地震で形あるものは破壊されてしまい

ましたが、美しいものを美しいと感じる人の心までは破壊されて

いないと思いました。一日も早い復興を願わずにいられません。

手にしたチケットのタイトルの上に～今こそ私たちがお返しする 

時です～と書かれていました。「小さなことでも今私に出来るこ

とをして行かねば」そんな思いを胸に帰路に着きました。 

いいコンサートでした。 

渡辺倫子 

 

花巻東高校甲子園出場おめでとう 

地元に住む我々だけでなく春の選抜、夏の選手権大会は季

節の到来と同時に故郷や旅した記憶を思い出し又時には自

分の青春時代を重ねあわせるものです。 

この国民的行事に花巻東高校が今年も帰ってきます。前回

の出場の時は爽やか旋風を起こし多くの人に感動を与えたこと

は記憶に新しいです。今回は部員の多くの人が東日本大震

災で甚大な被害を受け中には正捕手の祖父母が行方不明

で「気持ちの整理がつかず辞めようと思った」と聞いております。

その選ばれた中に私たちと DBC を締結しているもりおかクラブの

前会長長岡さんのご子息がおられます。本当に私たちにとって

も喜ばしいことです。２年前の入部の時お聞きしたことを思い出

し感激を新たにしています。 

過日の新聞に監督が「震災で多くのものを、特に教え子の命

を失って掴んだ甲子園だけに前回同様勝つことで岩手に勇気

を与えたい」と語っておられました。私たちも出来る限りのお手

伝いと交流を深める時としたく思います。 

飯田義雄 

 

花巻東高校 いい試合でした！ 

（町永先生と柏原ウイメンの芦屋メールからの抜粋） 
昔から野球は８対７というスコアの試合がいちばん面白いといわ

れていました。走塁妨害だとか、守備妨害だとか（ルール上、し

かたないのでしょうが）折角の好ゲームがちょっと白けたようにも

思いましたが、いい試合でした。 
稀にみる好試合でした。溌剌として頑張った花巻東が負けた

のは残念でしたが、全くの互角に見えました。テレビでは、素晴

らしい学生たちの応援風景が見られましたが、おそらくどこかに

芦屋ワイズの皆さんが座っているのだろうなと思いながらの観戦

でした。 （町永先生） 
 

昨日は、私にとっては甲子園球場応援の初体験の記念すべ

き日となりました。大関メン、井上メネットと甥ごさんの将来甲

子園を目指している少年Ａ、又６月に盛岡を訪問された西宮

クラブの６名、芦屋クラブから７名が３Ｆのアルプス席を陣取って

遠くから応援をいたしました。 １塁スタンドは早くから日影に恵

まれ、心配していた

日焼けから守られま

した。長岡 直前会

長は紫と黄色の集

団の中で団長として

活躍されていました。

ちょっと場所が遠かっ

たこともありＴＶと違っ

て一度にプレーを見

るのは難しかったですが、野球選手だった井上メンの説明のお

陰で結構一喜一憂しエキサイトし、臨場感を満喫できました。

芦屋クラブメンバーが一緒になって野球を応援する機会が与え

られ、なんて愉快なのでしょう！ 

その後、応援には参加できなかった上野メンも入られ有志でも

りおか、西宮、芦屋の１５名で”お疲れ様会”を持ちました。 

町永様のおっしゃるように８：７は素晴らしい戦いだったので 

長岡団長の挨拶も前向きでお元気に見受けられました。 

（甲子園出場そのものが大変だったのですものね） 

最後は都筑会長のごあいさつでＤＢＣクラブ芦屋を締めていた

だきました。素晴らしい夏の熱い１日体験を感謝しています。 

（柏原ウイメン） 

 

 

 



 
 

- 4 -

岩手三陸の銘菓「かもめの玉子」をいただきました。 
（もりおかクラブ：井上修三様の柏原交流委員へのメールから 

抜粋） 

貴クラブ例会に間に合う

ように送りました菓子に

ついて説明をいたします。

去る２月のバレンタイン

デーに頂戴した、チョコレ

ートにお返しをまだしてお

りませんでした。届いた

菓子をみてびっくりされた

ことと思いますが、特別

に思いのあるものなので

す。当クラブ直前会長

長岡メンですが、ＩＴ機器のハード部門のエキスパートなのですが、

今回町が壊滅状態となった、大船渡市に単身赴任をしておりま

した。３月１１日も現地におりましたが、無事にとりあえず盛岡に戻

ってまいりました。その後連日現地に出向き、顧客先などを奔走

する日々でした。顧客の中に「さいとう製菓」さんがあり、泥にまみ

れた機器類を掘り出し、必死に復元。市内でいち早く店舗を再

開するにあたり、大きな貢献をしたのです。小さな自慢をさせてくだ

さい。という訳で、今回は「ミニかもめのたまご」を皆様にお届けいた

しました。賞味いただければ幸です。 

７月第２例会・議事録（抄） 

日 時：７月２７日（水） １９：００～２１：００ 

場 所：芦屋市民センター２０６号室 

出席者：飯田、上野、柏原、桑野、都筑、羽太、藤田、 

堀江、(８名) 

＜報告・協議・確認事項＞ 

１）第１例会プログラム 

９月２１日（水）メネット例会とする。詳細別途。 

１０月１９日（水）芦屋病院事業管理者のゲストスピーチ。 

１１月１６日（水）第１例会前に研修会を実施。詳細別途。 

１２月２３日（金・祝）クリスマス例会 

２）８月以降の予定 （クラブ例会以外） 

８月１９日（金）近隣４クラブ合同納涼例会  

出席予定：田舍、上野、柏原、桑野、都筑、渡辺 

９月１０日（土）神戸ＹＭＣＡ１２５周年記念講演会  

神戸教会 出席予定：飯田、加輪上、上野、柏原、桑野、

島田、都筑、羽太 

９月２４日（土）六甲部・クラブ対抗ローンボール大会 

（しあわせの村）：内容別途・聴取予定。 

１０月 ８日（土）六甲部会 （合同メネット会も同時開催） 

神戸 YMCA チャペル ＆ ANA クラウンホテル 

出席予定：飯田、田舍、上野、柏原、桑野、都筑、堀江 

３）６月度会計報告  

羽太会計より報告あり、承認。 

堀江哲次 

 
 

藤田良祐YMCA連絡主事 
◇第26回午餐会、開催 

7 月 2 日（土）、第 26 回午餐会が開催、43 名の方々が出席。

「東日本大震災を学ぶ ～仙台からのレポート～」がテーマで、

仙台 YMCA 支援センター本部長の村井伸夫さんをゲストに、

仙台 YMCA の取り組みを通して震災の実態を学ぶ時を持った。

「見てはいけないものを見てしまった子どもたちに、目に見えな

いものを見せてあげたい。それは夢であったり、新しい故郷のイ

メージであったり、また神様の働き・・・」というお話がされた。 

◇東日本大震災支援活動報告 

7 月 26 日（火）から 29 日（金）には神戸 YMCA 主催でボラン

ティアバスを出した。啓明学院高校の高校生 30 名と教員 3

名、また学校法人の幼稚園から教諭の方々6 名が参加した。

現地では、仙台 YMCA の活動として亘理郡山元町でのワーク

が行なわれた。8 月には名取市の中学生を招待して、コープこ

うべと神戸市社会福祉協議会との 3 者協働のキャンプが予定。

また、神戸 YWCA を通して福島県の子どもたちや家族を神戸

YMCA のキャンプに受け入れる。その他、神戸地区に避難され

た被災者の皆さんが神戸 YMCA の日常活動やキャンプに参

加、被災者支援（参加費免除）を受ける方々も 30 名を越え

た。神戸 YMCA ができることはわずかかもしれませんが、様々な

支援活動を今後も継続して参ります。 

◇夏期特別プログラム開始 

昨年よりも 150 名以上の多くのキャンプ申込があり好調です。

余島野外活動センターの利用も新しい団体や学校利用も増

えています。神様が与えてくださった自然の中で、多くの子ども

たちの笑顔が弾ける夏であることを願っています。 

◇神戸ＹＭＣＡ今後の予定 

第２５回神戸ＹＭＣＡチャリテイーゴルフ大会 

日 程：10 月 19 日(水) 

場 所：オリムピックゴルフ倶楽部 

参加費：20,000 円 

◇ユースプラザＫＯＢＥ・ＥＡＳＴプログラムのご案内 

１) ユープラ・フェスティバル（入場無料） 

日 時：8 月 27 日（土）11：00～16：00（予定） 

内 容：親子を対象とした簡単なゲームや工作コーナー。 

県立御影高校吹奏楽部の生演奏も行う予定 

２） 第２８回フリーマーケット 

日 時：9 月 17 日（土）11：00～16：00 

内 容：衣類、手作り品、雑貨等のフリーマーケット開催 

 

ＹＭＣＡニュース 

 

編集後記： 

梅雨が明けて早くも暑い夏の季節となりました。甲子園球児た

ちの熱い戦いに花巻東高校が出場、芦屋クラブも甲子園内外

で熱くなって応援できました。厳しい暑さが続きます。 

どうかご自愛ください。                堀江哲次 


